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学校保健

保健室来室児童への対応と理解について

一
来室者記録の在り方を通して一

内　海　和　子

1　はじめに

　平成21年4月1日「学校保健法」が「学校保健

安全法」に改正された。そこでは，　「健康相談」

（第8条）の重要性があげられ，「健康観察」（第

9条）が新たに位置づけられた。その背景には，

年々子どもたちの生活や心身の健康問題が，多様

化し複雑になっており，学校現場においても子ど

もたちの健康をめぐる課題に適切な対応が求めら

れるようになったことがあげられる。

　特に，不登校やいじめ等，子どもの抱える心の

問題が顕著化し社会的に保健室が重要視されるよ

うになった。平成20年中央教育審議会答申1）では，

「子どもたちの健康課題が多様化する中，その解

決に向けて養護教諭が学校保健活動の推進に当

たって，その役割を十分果たせるようにするため

の環境整備が必要である。」と提言された。保健

室経営についても答申の中で初めて打ち出され，

保健室の重要性が認められたともいえる。

　表1は日本学校保健会の「平成18年度保健室利

用状況に関する調査報告書」2）を基に，学校別保

健室利用状況について割合の多いものを抜粋した

ものである。

表1　学校別保健室利用状況（％）

来室理由 小学校 中学校 高等学校

けがや鼻血の手当て 34．5 15．6 12．1

体調が悪い 14．3 21．9 29．4

友達の付き合い・付き添い 16．3 15．7 14．6

委員会活動 14．4 6．6 3．3

なんとなく 5．3 10．8 7．2

　本校の保健室来室者の中にも，頻回来室者や内

科的症状を訴えて来室する気になる子どもがいる。

　校種により利用状況もかなり差があることを考

慮し，小学校における保健室利用について考えて

いく。そのもとになるものが，「保健室来室者記

録」である。記録の重要性とその意味について，

後藤ら（2007）は「記録をすることで対応の振り

返りができ，救急処置を適切に行うことができる。

継続的に児童生徒をとらえ対応に生かす。後には

データとして集計することにより資料，教材とし

て利用できる。」と述べている3）。記録は，来室

時の子どもの状況や症状，養護教諭の対応などが

記録され健康相談の重要な情報となる。

　本研究は，本校の保健室来室者の特徴を分析し，

来室者への対応は，保健室の特性を生かしながら，

どう理解し支援していくことが効果的なのか，来

室者記録の在り方を検討していくことを目的とす

る。

2　研究の方法

（1）子どもの実態把握

①保健室来室者記録

　期間：平成24年4月～12月

　対象：全校児童（450名）の保健室来室者

　本校では，外傷や身体不調等で来室した場合，

図1の記録用紙を用いて記録をしている。記入は

状況に応じて，本人や付き添い又は養護教諭がお

こなっている。

②健康観察

　期間：平成24年4月～12月

　毎朝担任が行う健康観察による実態把握。
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図1　保健室来室者記録用紙

（2）実態把握からの現状分析

①保健室来室者記録

　本年度4月から12月までの来室者を，外科・内

科別，月別にまとめてみると図2のようになる。

外科，内科以外の来室理由に「家のけが」や「その

他」がある。　「その他」は，低学年に多い着替え

や，高学年に多い気持ちを落ち着かせる等である。

　ベネッセコーポレーション社発行「モノグラ

フ・小学生ナウ」における全国の小学校保健室の

利用状況1）によると，　「外科」21．5％，　「内科」

10．2％，　「相談」2．3％，　「その他」65．7％とな

っている。本校では，　「外科」59．9％，　「内科」

37．0％となっており，全国の「外科」　「内科」の

比に対して，内科的訴えの傾向が高い。また図2

によれば，外科的な訴えは5月と9～11月に多い。

これは，気候が良いので子どもたちが運動場等校

舎外でよく遊んでいるため，また活動が活発にな

り，慣れてきて不注意によるけがも多いと考えら

れる。一方唯一，内科的訴えが外科的を上回って

いるのが4月である。これは，学期始めで新しい

環境による緊張と疲れからくることが考えられる。

学校では，原則「家のけが」の手当ては行わない

ことになっている。にもかかわらず，家でしたけ

がで来室する子どもがいる。継続的な手当を求め
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図2　保健室来室者記録
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て来た者もあろうが，報告を兼ねて自分のけがに

っいて知ってほしいというアピールを感じる。曜

日別に一日の平均来室者数をみていくと，図3の

ようになる。
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図3　曜日別一日平均来室者数（人）

　月曜日と木曜日が他の曜日と比べて，1～2人

多い。月曜日は，1週間の始まりで休日の生活の

仕方が現れやすい。木曜日は，全学年とも6時間

の授業があり，夕方まで多くの子どもたちが遊ん

でいるため，けが等で来室者が多いと考えられる。

これを主訴別に見たものが図4である。ほとんど

の曜目が外科の割合が多いのに対して，火曜日は

内科的主訴で来室する子どもの方が多いという特

徴がある。週末からA曜日の疲れが出やすいため

と考えられるが，今後の傾向をみて分析をしてい

く。

図4　曜日別・主訴別来室者の割合

②健康観察

　健康観察の重要性については，　「教職員のため

の子どもの健康観察の方法と問題への対応」で，

「日常的に子どもの健康状態を観察し，心身の健

康問題を早期に発見して適切な対応を図ることに

よって，学校における教育活動を円滑に進めるた

めに行われる重要な活動である。」と述べられて

いる5）。毎日の健康観察は，体調不良だけでなく

ストレスや悩み，いじめ等，子どもが抱える心の

健康問題の早期発見ができるだけでなく，子ども

が自分の身体の調子に関心を持ち，それを伝える

力にもつながると考える。

　毎日，朝の会で行う健康観察で，何らかの症状を

訴えている子ども，継続した訴えのある子どもに

っいては，担任等と連携しその子の体調や生活の

様子・人間関係等の情報収集を行い，いっもと違

う状況を把握しなければならない。

（3）対応と理解

①日々の保健指導

　どこをけがしたのだろうと思うけがや，付き添

いで来ていても，けがを探して自分も見てもらお

うとする子どももいる。その姿から，「かまって

欲しい。」　「自分のことを気にかけてほしい。」

という思いを感じる。

　そこで，次のような子どもの姿をめざし保健指

導をおこなっている。まず，自分の体の状態を考

えてより健康的に生活するため，今の生活を振り

返り実践できる子ども，そして肯定感を持って自

分の成長を受け止め，自分もまわりの人も大切に

しようとする子どもである。指導にあたっては，

次の3つの視点を大切に考えた。

ア）保健室の機能を生かす

　保健室から見た児童の健康課題や，行動の実態

に応じた指導を行うことで，自分の生活のあり方

を振り返ることができるようにする。また，学習

の後の来室者の様子を把握することにより指導の

評価とする。

イ）子どもの気づきを大切に

　指導の過程で「あ一そうか！！」　「なるほど」

と気づき，体験したり視覚的に訴えることで自分

のこととして考えられるよう工夫する。

ウ）「わかる」「知る」から「実践できる」めざし
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！

　学んだことを自分の身体や生活と結びっけ，よ

り健康的に生活するために学習した内容を行動に

つなげられるようにする。

②授業

　けがをして来室した時（特に擦過傷），水で洗っ

て来ていない子どもが，低学年に多い。水で洗う

だけで十分というけがの場合もある。けがの手当

ての基本を知る，自分の健康管理ができるカを育

てていくことも必要である。入学した段階で保健

室の利用の仕方と合わせ，1年生で「けがが治る

しくみ」について学習することにより，けがの手

当ての仕方と，自然治癒力のすばらしさを知らせ

自己肯定の気持ちを育てていく。

○　題材名「私たちのからだってすばらしい」

○　目標

・ けがを治すのは自分の力（自然治癒力）である

　ことを知らせ，自分の体のすばらしさに気付く。

・ 自分でできる簡単な手当の仕方を知り，実践し

　ようという気持ちを持っ。

3指導の実際

（1）日々の保健指導

　保健室は教室では見られない子どもの様子が見

えるところでもある。　「いつでも行ける。くつろ

ぎ，ホッとできるスペースがある。教室とは違う

設備や環境がある。」という保健室の特性と，養

護教諭の専門性を生かした対応が必要となる。対

応の基本は，まず救急処置や体温・脈拍・顔色等

で身体症状を確認し，睡眠時間・食事など生活の

様子を把握した。また，朝の健康観察をもとに，

朝からの様子を子どもに振り返らせた。スキン

シップをとりながら，緊張や不安を取り除いて精

神的安定を図り，そのうえで，器質的なものか心

因による身体不調なのか考えていった。

【事例11

〈内科的訴えから新学期の不安がわかった例〉

　新年度が始まって1週間後，　「しんどい」とい

う主訴で来室。熱もなく脈拍も正常であり，生活

が不規則になっている様子もないので，　「しんど

かったらまたおいで。」と言って教室へかえす。

　翌日また，　「しんどい」と来室。身体症状を確

認後，生活の様子を聞くと「食欲がなくご飯が欲

しくない。」と言う。食事について詳しく聞くう

ちに涙が出てきた。「何かしんどいことがある？」

という問いかけに，　「新学年になってがんばろう

と思う。クラスでも，給食を残さないように食べ

ようという話が出たが，全部食べようと思うとし

んどい。」という思いを話してくれた。本人には，

無理をしなくていいこと，しんどくなったらいっ

でも来ていいことを伝え，担任と連携をとり給食

の量を調整することにした。家庭にも，本人の思

いと不安を話し見守ってもらうようお願いする。

　その後，しんどい時に休養・早退したが，次第

に来室もなくなっていった。廊下ですれ違った時

など，目を合わせ気にかけている合図を送ってい

る。

【事例2】

〈ストレスが身体症状で現れた例〉

　夏休みまで一度も来室したことがない子どもで

あった。夏休み明け，給食時間に「手が開かなく

て箸が持てない。」と，泣きながら担任と来室。

本人は不安定になり話せる状況ではない。こわ

ばった手をさすりながら落ち着かせ，思いを聞こ

うとするがなかなか口を開かない。スキンシップ

を続けながら，安心感を与えていくうちに，親の

期待がしんどいことを話し始めた。担任と連携し，

家庭へ本人の状況と思いを伝え，今の頑張りを認

めていくことにした。その後，ストレスからくる

身体症状はなくなり，来室はなくなった。

　これらの事例のように，身体不調に対応してい

く中で，子どもの持つ不安や悩みがわかることが

ある。保健室の機能を生かし，スキンシップをと

りながら気持ちを落ち着かせたり，ゆっくり話を

聞く対応をしている。

（2）授業

○　対象児童　第1学年

○　指導時期　平成24年10月
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○　題材について

　子どもの日常生活において，けがはつきもので

ある。私たちのからだには，けがをしても治そう

とする働き（自然治癒力）があり軽いけがだと水

で洗うだけで十分である。また，けがをする場所

によっては薬がなかったり，大人がいないことも

ある。自分のからだのすばらしさを学習すること

で，自己肯定の気持ちを持てるようにしたい。

　また，転んだりした時のすり傷・切り傷などは，

洗うことがけがの手当ての基本であることを理解

させ，ケガをしたらまず洗うということを実践で

きるようにしたい。

・バリアくんやガードマンやうんぱんしゃが

いて，けがをなおしてくれるんだなと思い

ました。これから水であらって，バリアく

んやガードマンやうんぱんしゃに，まかせ

てみようかなって思いました。けがをなお

　してくれるじぷんはすごいなと思いまし

た。

・ からだにはこんなに，いろんなバリアくん

や，ガードマンやうんぱんしゃというたす

けてくれるのがあるんだなと思いました。

たすけられすぎてもらってもいけないか

ら，水であらってきょうりょくしたいと思

いました。

・ きょういろんなひみつがわかったしバリア

くんとガードマンとうんぱんしゃのことを

しってよかったです。ごはんをいっぱいた

べたり，早ね早おきをしたり，けがをしな

いように気をつけることもだいじだとおも

いました。

　日常おこるけがを取り上げることで，自分のこ

ととして考えられるようにし，専門用語（白血球・

赤血球・血小板）も役割がわかりやすいような名

前をつけて呼ぶことで，より働きを理解できるよ

うにした。

図5　授業の様子

　この授業では，けがをして保健室に来室した時

洗って来ない子どもがいるという課題から，自分

の身体や生活について考えていった。また，自然

治癒力を高めるために日常生活の在り方にも，目

を向けることができた子どももいた。授業で学ん

だことを行動化できているかという点では，授業

後けがをして来室してくる子どもたちはきちんと

水で洗って来ている。また，洗って来ていない場

合，付き添いで一緒に来ている子どもが「洗って

こんといけんよ。」と声をかけている姿が見られ

る。

4　考察

　保健室来室状況で見ると外科的症状による来室

が多いが，全国の傾向と比較して見ると，内科的

症状を訴えて来室する子どもが多いことが分かっ

た。子どもたちは「相談があります。」と自分か

ら言ってくることは少なく，就寝時間や食事の様

子など生活の様子を聞いていくうちに，友達関係

や自分のことなど，気になることや悩みが明らか

になっていく。低学年ほど子どもの表現力が十分

でなかったり，思いをうまく伝えることができな

いことから，発達段階に応じてより丁寧な問診・

対応が必要となる。

しかし，休憩時間や昼休憩は来室者が集中して多

いため，同時に何人もの子どもとの対応をしなけ

ればならない。限られた時間の中で，迅速かつ丁

寧な対応をして的確な判断をしていくためには，

来室記録を活用した状況把握が欠かせない。また，
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　記録をしていくことにより，頻回来室者を漠然

と「よく来ているな。何かあるのかな？」と感覚

的にとらえるのではなく，データとして客観的に

見ることができる。

　指導の実際で示したように，個別の支援が必要

な子どもには担任等との連携は欠かせないことで

あり，詳細な記録は重要である。また，本人に記

録をさせることは，けがの状況や原因を考えたり，

体調不良の場合は今の生活の見直し，どうしたら

いいかを考えることにつながり，自分で健康管理

をしていくカを育てていくことにもつながると考

える。

　何より養護教諭自身の対応を振り返ることがで

き，健康相談活動へとつなげていくことができる。

　子どもの身体の状況から抱えている課題や思い

を理解し，担任と連携した支援を行い，評価反省

をすることにより，次の事例にも生かされる。

5　おわりに

　保健室は，身体不調をはじめ，付き添いとして，

委員会活動の場として，身体計測のために，なん

となくなど，様々な理由で来室できる場所である。

子どもたちの抱えている問題が身体症状として現

れたり，何かを求めて頻繁に来室したりする子ど

もたちを受け止め，その子どもたちの思いをどう

理解していけばいいのだろうか。

　日々の来室者記録は，子どもの来室状況や症状

を，継続的に記録していくことで，来室傾向をつ

かみ一時的な処置ですむ子ども，継続的な支援が

必要な子どもの把握がしやすい。

　休憩時間等，来室者が多い場合の記録は，限ら

れた時間の中で行なわなければならない。また，

低学年は記録に時間がかかる。学年を配慮し，低

学年の場合は選択方式にするなど，発達段階に応

じた様式や，短時間で記入できる工夫が必要であ

る。

　今後，より具体的に子どもの生活状況を把握し，

その子どもが抱える課題をどう支援していくのか，

また，来室者記録からどのような情報を得てどう

活用したいのかを明確にし，

考えていきたい。

それに沿った様式を
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